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イーラムダネット株式会社の紹介 

イーラムダネット株式会社 

代表取締役 

菅田孝之 

平成17年2月26日 発起人会 
平成17年3月  3日 公証人認証 
平成17年3月19日 創立総会・取締役会 
平成17年4月 １日 創立 

平成17年  4月  25日
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申請者（代表者） 
開発代表者 

安井 直彦 

（富山県立大学） 

分担開発者 
先生と大学院生 

（富山県立大学） 

分担開発者 
水澤 純一 

（青山学院大学） 

端末通信ボード開発 
光スイッチファブリック開発 
システム制御部開発 

システム検討・ 
通信制御ソフト開発 

富山県立大学事務部 

NTTｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾃｸﾉﾛｼﾞ㈱ 
マネジメント 

契約 

開発協力会社 

インテック 
インテックW&G 
NES 

三菱電機 
メルコテクノレックス 

精工技研 
日東通信機 

NTT­AT 

１．技術管理・市場調査 
２．顧客探索 

製品化計画 
３．人材・資金調達 
４．事業化計画 

会社設立準備 
５．起業化連絡会事務局 

業務委託 
製造請負 

開発体制と起業化マネージメント 
文部科学省大学等発ベンチャ創出支援制度による補助事業（H14－H16）
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起業化及び新会社事業線表 

ELN HQS 
E- TOYAMA 

E-AOYAMA

　　　　　H19　　　　H18　　　　H14 　　　H15 　　　H16 　　　H17 

9月　　　　3月　　　　9月　　　　　3月　　　　　9月　　　　3月　　　　　　　　　　　3月　　　　　　　　　　　3月 

OLSR機器研究開発 
◇設計　　　　　◇製作　　　　◇機能検証

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇応用・機能向上 

製品モデル基礎検討 

◇1　ネットワーク機器構成法 
◇２　機器詳細設計 

◇３　機器製造 
◇４　ネットワーク基本動作ソフト 
◇５　ネットワーク

　　　　　　オペレーションソフト 
◇６　アプリケーションソフト 

◆１　特定ユーザ向け
　　　　ネットワーク構成・設計 

◆２　要素機器設計・製造 
◆３　ネットワーク
　　　　オペレーションソフト 

◆４　アプリケーションソフト 

製品モデル開発 

ビジネスモデル提案 

製品販売 

○ネットワーク通信事業者用等
　個別部品・装置製品化販売 

○先端技術製品化販売 

○光ネットワーク・装置関連技術コンサル 

○創業メンバーの得意分野を生かした

　　電子・光・NWの先端技術コンサル 

・WDMベース各種光製品 
・光スイッチファブリック 

・先端技術製品 

重点化 
戦略製品 

収益重視 

開発費創出に向けた 
新規ファンド獲得 

ユーザメーカとの 
アライアンス 

創業時期
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会社概要 

１．会社名 イーラムダネット株式会社 
E-LambdaNet Corporation 

２．所在地 相模原市（本社）と富山県立大（支社） 
３．資本金 １７５０万円 
４．発起人 7名（別紙） 
５．社長 菅田孝之（起業化責任者、発起人総代） 
６．役員 取締役4名、監査役1名、顧問1名 
６．出資 4社、９名（別紙） 
7． 創立 平成17年4月1日 
８．事業内容 「IT関連の開発および技術コンサルティング」 

○光ネットワーク及び関連機器のカスタム設計・製造・販売 
○光・電子技術、ネットワーク技術の技術調査・技術評価・ 

技術コンサルティング・研究開発実用化支援・技術移転・ 
フォーラム等企画運営サービス等 

－創業メンバーの得意分野を生かしたビジネス拡大－
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イーラムダネットとは、 
E­LambdaNet 

イー：Electronis： 
超高速、超高周波デバイス、実装、IC 
Eight lambda forum: 
光波長多重を活かしたビジネスのフォーラム 

ラムダ：Lambda（λ：光波） 
光関連ビジネス： 

レーザ、フォトダイオード、光導波路デバイス、 
光結晶、先端計測器等 

ネット：Net（network) 
・ネットワークと関連機器 
・グループ、仲間
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イーラムダネット株式会社 発起人（2005.2.26発起人会） 

●菅田孝之（総代、NTT­AT） 
●安井直彦（富山県立大、元NTT・三菱電機） 
●山下紘一（元NTT­AT） 

●安藤英敏（システム技研社長） 
松田弘成（富山県立大、元オプネクスト・日立） 
河口 修（ソリスト、元三菱電機） 

◆テレビジネス（水澤純一：青山学院大、元NTT­AT・NTT） 

イーラムダネット株式会社 資本金 １７５０万円350株（１株5万円）の内訳 

菅田、安井、山下、安藤、松田、 
■栗原、河口、松本、土肥 

個人小計 １０００万円 
三菱電機、インテック、 
テレビジネス、日本エレクトロニクスサービス 

法人小計 ７５０万円 

注）役員： ● 取締役 ■ 監査役 ◆ 顧問
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事業計画概要 

１．平成17年度 
・創業 4月、社員 ６名、資本金 １７５０万円 
・開発支援助成金および前述の事業売上の総収入5000万円を目標 

・ベンチャ支援助成金等獲得 
・共同開発メーカとの製品化開発 

２．平成18年度 

・光ネットワークとその機器のカスタム設計、製品化、販売の 
収入目標5000万円 

・その他の研究開発支援・技術コンサルティングの 
収入目標5000万円、合わせて 総収入1億円を目標 

３．平成19～２０年度 
・総収入  5億円／年目標、利益  5000万円／年を目標 

・ベンチャキャピタルからの増資、上場時期の検討 

IT関連の開発および技術コンサルティングを主目的とした会社です
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顧客の見通し 
１．大学・研究機関・企業 

富山県内大学教授室及び実験室間ネットワークの拡充 
他大学、研究機関および企業間等の大容量ファイル転送や 
高精細画像伝送などへの適用 
臨場感のある遠隔講義、TV会議施設などへの適用 

２．放送・メディア業界 
NHK、NTTメディアラボ、CATV等と技術交流 

★現状は、現存システムの強化で対応している 
本システム導入は今後の課題 

３．医療関係 
病院内、遠隔医療関連の技術担当との交流 
★現状は、現存システムの強化で対応している 

本システム導入は今後の課題 

４．その他 
NTTグループやネットワーク機器開発販売保守 

運営会社との連携による製品化開発と機器販売
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提案 

イーラムダネット株式会社（ELNと略す）の出資金のうち 

エイトラムダフォーラム会員からの出資比率は、７０％以上でした。 

ELNは、エイトラムダフォーラムの会員のための会社としての 

役割がある。 

そのために何をすべきか？ 

１．共通のターゲットを目指したプロジェクトの提案と推進 

２．他のフォーラムとの共催による技術交流・ビジネス拡大の提案と推進 

３．世界市場、特に中国市場等を狙ったビジネスの提案と推進 

４．真の光情報通信社会の早期実現を目指した活動
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皆様へのお願い 

１．次世代光ネットワークの先行開発をはじめ先端技術を基に 
した研究開発型企業として、これからの平和で豊かな社会に 
貢献する企業を目指します 

２．共同開発またはユーザとしてのご協力をお願いします 

３．ファンドや出資をお願いします 

４．技術や市場などの情報交流をお願いします 

５．ホームページhttp://www4.ocn.ne.jp/~sgt/ 
http://www.e­lambdanet.com 

による本事業化の情報提供を逐次いたしますので 

ご参加、ご支援、ご協力の程お願いします

http://www.e-lambdanet.com/
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富山県立大学光ラベルスイッチルータ 
（ＯＬＳＲ）プロトタイプ 

λ 0 , λ 1 ～λ n 

λ 0 端末 

端末 

専用線 
インターフェース 

光ファイバー網 光ファイバー網 

光スイッチ装置 
(送信側) (受信側) 

カップラ 

波
長

分
離

回
路

 

波
長

多
重

化
回

路
 

カップラ 

カップラ 

PSF ； 光スイッチファブリック 
LSR-C； LSR制御装置 
PCTL ； 端末制御装置 
TCB-E； 端末通信ボード 

λ 2 

λ 8 

λ 0 , λ 1 ～λ n 

λ 0 , λ 1 ～λ ８ 

λ 0 , λ 1 ～λ 8 

λ 0 

λ 0 

λ 0 

PCTL 
LSR-C 

PCTL 

システム 
制御部 

カップラ 

PSF
λ 1 

TCB-E 

音楽・映画等の 
コンテンツ 

ユーザ 

サーバ 
リアルタイム通信 

ユーザ 
光ルータ 

ルータ 

現在のインターネット 
富山県立大学ＯＬＳＲプロトタイプ
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（１） 広帯域データ通信路（光波長パス）を、ユーザ間にオンデマンドに 
提供。低遅延。パケットロス無し。品質保証 

（LSP設定・解除を端末サービスで制御） 

（２）光カプラの利用により同報／マルチキャストを簡明に実現。 

（３） IP網（パス制御情報を伝達）上に、光波長パス網がオーバレイされ 
た構成 光バースト信号とランダムなパケット信号を分離して送信可 
能（2元トラフィック利用を実現）。 

（４）１つの端末で同時に最大8波長使用可能。 

システムの特徴 システムの特徴 

富山県立大学ＯＬＳＲプロトタイプ
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（１）リアルタイムストリーミング情報伝送 

・リアルタイム遠隔モニタ；遠隔医療、遠隔授業 

・一斉放送、ストリーミング映像、ハイファイ音楽提供 

（２）インターネットのグレードアップ 

・既存インターネットでのリアルタイム情報提供 

・高精細映像伝送との組み合わせ 

（３）多地点リアルタイム相互通信 

・ポストプロダクション 

・多地点テレビ会議サービス 

・多地点インタラクティブゲーム 

応用分野 応用分野 

富山県立大学ＯＬＳＲプロトタイプ
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応用分野分類 
＜参考１＞
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光ネットワークの進展と本技術の位置づけ 

Point­to­point WDM Transmission 

WDM  Mesh­like network 

’95      2000  ’02  ’04  ’06  ’08  ’10  ‘12 

S
ta
tic
 c
on
tro
l 

D
yn
am

ic
 c
on
tro

l 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
パ

ス
制

御
 

年  E­LambdaNet Corp. 
創立 

WAPS 

TDM Transmission 

Point­to­Multipoint WDM 
・ WDM ring network 
・OADM:Optical add­drop multiplexer 

All Photonic 
Switching 

WDM  for Protection 

WAPS:光ラベルスイッチルータ 

OXC 

＜参考２＞
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情報通信分野の光ネットワークのロードマップ 

OITDA2002年3月改訂版を参照し一部変更

　
TDM 
WDM 

ノードシステム
　　　Node System 

<光素子スイッチ速度＞ 
Core 
Edge 

伝送系　Transmission 

事業所向け　Business
　　　専用線、ダークファイバ 

住宅向け　　Home 
FTTH 
xDSL 
CATV/HFC 
FWA 

移動体向け
　　　　　移動無線 

2000 2005 2015（年） 2010 

TDM(10Gb/s) TDM(40Gb/s) OTDM(100Gb/s) OTDM(1Tb/s) 
64λ 200λ 1000λ 2000λ 

電気処理 
＋波長ルーティング
　　Static　→　Dynamic ＋光バーストスイッチング ＋光パケットスイッチング 

1.5Mb/s 10/１００Mb/s 
100Mb/sｘ4λ 
１Gb/s 

100Mb/sｘ8λ 
１Gb/s 

100M/６００M/２．４G 
100M/１G-Ethernet 

１G－ 10Gb/s 100Gb/s 1Tb/s 

10-100Mb/s 

10-100Mb/s 100-150Mb/s 1Gb/s 

2Mb/s 20Mb/s 100Mb/s 

＜　ｍｓ　＞ ＜　μｓ　＞ ＜　ｎｓ　＞ 

アクセス網 
Access NW 

地域IPバックボーン網 
Regional IP Backbone 

全国統合網 
Global NW

　2.5G-10Gb/sx64λ 2.5G-10Gb/sx256λ 2.5G-４0Gb/sx1000λ 

＜参考３＞
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研
究 

（ 

魔
の
川 

） 

開
発 

（ 

死
の
谷 

） 

事
業
化 

（ 

ダ ー
 

ウ ィ
 

ン
の
海 

） 

産
業
化 

研究→開発→事業化→産業化分担体制 

（～１９８０年代） 

中央研究所 
開発センター 
マーケティング部 

コーポレート 
ベンチャ 
アントレプレナ 
企業内起業家 

設計・製造 

開発ベンチャ 

（～１９８０年代） 

（１９８０年代～
　現在）

　　　　　大企業または 
マーケティング・製造・サービスに特化 

主
に
米
国
の
展
開 

（～１９９０年代） 

中央研究所 

総合研究所 

開発センター 

事業化推進部 
分社化 

本社・営業・ 
工場体制 

大学 

国公研 

（２００４年の
　　　現状） 

新規事業へ 
の欠落空間 

主
に
日
本
の
展
開 

「技術経営の考え方」出川通　光文社新書 

大学・研究機関
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研
究 

（ 

魔
の
川 

） 

開
発 

（ 

死
の
谷 

） 

事
業
化 

（ 

ダ ー
 

ウ ィ
 

ン
の
海 

） 

産
業
化 

大企業 

文科省大学等ベンチャ創出支援制度補助金の目指す目標 

中央研究所 

開発センター 
マーケティング部 

コーポレート 
ベンチャ 
事業化推進部 

大規模商品 
設計・製造 

開発ベンチャ 大企業化 

米国：　～１９８０年代 
日本：　～１９９０年代 

米国：　１９８０年代～現在 
日本：　１９９０年代試行錯誤
　　　　　現在から 

マーケティング・製造・ 
オペレーション・サービスに特化 

文科省プロジェクトの目標 

商品 
規模拡大 

大学・研究機関 製品開発 開発・事業化 
ベンチャ 

大学・研究機関 

ベンチャキャピタル 

製品 商品 

JST,NEDO等助成金
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